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○ 取扱い

原則として、「歯髄炎（Ｐｕｌ）」病名で、感染根管処置の算定を認めな

い。

○ 取扱いの根拠

歯髄炎は、細菌感染による歯髄の炎症症状を示しているものの、根管内

の感染状況が明らかでないため、算定にあたっては、根管内が感染してい

る状況を示す傷病名の記載が適切である。


